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校内メッセー ジ交換システムにおけるインター
ネッ ト接続機能の開発

　　　
〜 CampusLink か らの E − maiI

，
news 利用 〜

　　　　　　　　　 安藤 忠展＊1， 加 藤 直樹＊2， 牧 田 則 治＊3
， 宍戸建 夫＊4

　校 内ネ ッ トーワーク を利用 した メ ッ セ ージ交換 シ ス テ ム を開発 し，生 徒会活 動 ・学級活動な ど，
生 徒 の 身近な話題 を中心 に意見交流な どを行 っ て き た。こ の シ ス テ ム に 学校外 と の コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン機能を追加する よ うに設計 し，開発 した 。 学校外 の ネ ッ トワーク には イ ン タ
ーネ ッ トを選択

し ， E−mail ，　 news を利用 でき る よ うなゲ
ー

トウェ イ機能を 開発 した。
〈 キ

ー
ワ
ー

ド〉 情報教育， 電子 メール ，電子 会議室 ， イ ン タ
ー

ネ ッ ト， コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン

1 ． は じめ に

　 ネ ッ トワーク の 教育利用 は
， 室 内 ネ ソ トワー

ク を中心 に は じま り，主 に教材の 一
元 管理 を 中

心 に 利用 され て きた 。 そ の 後，校内ネ ソ トフ
ー

ク へ の利用 へ と進み ，教材 の
一

元管理 は もちろ

ん の こ と，校 内ネ ッ ト ワ ーク を利 用 した メ ソ

セ ージ交 換シ ス テ ム の 利用 も行わ れ る よ うに

な っ て き た 。
こ れ は コ ン ピ ュ

ー
タ を コ ミ ュ ニ

ケ
ー

シ ョ ン の 道具 として の 利用 で あ る。

　筆者 ら は ，こ の 校内 ネ ッ トワ
ー

ク を利用 し た

コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン シ ス テ ム で あるCampusLink

を共 同 開発 し て き た
。 既に岐阜県川島中学校で

は ， 本 シ ス テ ム を利用 し て 5 年 目に な り，生 徒

及 び教師 らか らも学校外 との 情報交換 を希望 す

る よ うに な っ て き て い る。ま た，ネ ッ トワー
ク

利 用提供事 業 （い わ ゆ る 100 校 プ ロ ジ ニ ク

ト） に み られ る よ うに ， イ ン ターネ ッ トの 教育

利 用 が注 目され て い る 。

　そ こ で ， 今回，学校内外 の 情報 に透過的に ア

ク セ ス で きる機 能 をCampusLink に 用 意 した の

で ，そ の 構成に つ い て 報告 す る。

合， コ ン ピ ュ
ー

タ操作に戸 惑 うこ とな く利用 す

る ため に，児童 ・生徒が 自由 自在に利 用 で き る

こ とが大切 で あ る。その た め，簡 単に使 え る よ

うに ，文字入 力 以外 の ほ とん どの 操作 をマ ウス

で 利 用で きる よ うに した 。 よ っ て ，メ ッ セ
ー

ジ

交換 の 中心 となる電子 メ
ー

ル で は ， 送信先の 工D

を入 力す る の で はな く，相手先 の グル
ープ を マ

ウス で 選 択 し ， そ の グル
ー

プ の 中の メ ン バ ー
の

一
覧か ら，送信先を マ ウ ス で 選択 で きる よ うに

し た 。 電子会議室で も ， 電 子 メ
ー

ル と同様 に ，

会議室の 選 択，発言 ，読み 込み，回答な どの コ

メ ン トな どの 機能に つ い て も，全 て マ ウ ス で の

選 択 と して ，簡 単に 利 用で き る よ うに した。

（2）CampusLink の 機能

　下 図は 主 なメ ニ ュ
ー

画 面 を示 し た もの で あ

る z ア イ コ ン をク リ ッ ク す る こ とで 目的 とす る

処理 を実行 で き る よ うに した。
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2 ．校 内 メ ッ セ ー ジ交 換 シス テ ム

　校内ネ ッ トフ
ー

ク を利用 して メ ッ セ ー
ジ交換

をす る場合 ， 交流す る情報 として は ， 生徒会活

動 で の 意見 交流 ， 行事 を終え て の 成果 ・
課 題 の

追求，学級 を高 め る た め の 意見交流な どが 考 え

られ る。 こ れ らの メ ッ セ ージ交換シ ス テ ム を円

滑 に進 め る ため に 、次の 様に 開発 を進 め た。
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イ ン タ

ー
フ ェ イ ス の 向 上

　ネ ッ トワ ー
ク を利 用 し て 意 見交流 をす る場

− ，，　　　　　　　　　　
　図 1． CampusLink の アイ コ ン

　文 書 編集機 能 だ け で な く，図形編 集 ・表 計

算 ・グラ フ 作成の 機能を取 り入れ ，こ れ らの 機

能 を利用 し て 画面 を作成 し、通 信に よ っ て 相互

に交換 で き るよ うに し て い る。
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3 ． イ ン ター ネ ッ ト接続機 能 の 追加

　校内で の メ ッ セ
ー

ジ 交換 シ ス テ ム を利用 し

て ， 様 々 な場面で の 活用，生徒が
一

つ の コ ミ ュ

ニ ケ
ー

シ ョ ン の 道具 と して の 利 用 を行 っ て き

た 。 こ の よ うに 意 見交流を活用 して い くと，こ

れ を さらに 発展 させ て ，様 々 な学校と の 意 見交

流 ， 学校外か らの 情報収集 な どの 利用 が必要 と

な っ て く る 。 そ の た めに ， イ ン タ
ーネ ッ トを利

用 して ， メ ッ セ ージ交換 がで き る よ うな機能を

追加 した 。

（1 ）接続機 能

　 こ の 校 内 メ ッ セ ー ジ 交 換 シ ス テ ム は ，

NetwareServer を利 用 し ， こ の サ
ーバ ー

を 中心

と し て校 内の コ ン ピ ュ
ー

タ が ネ ッ トワ ー
クで結

ばれ て い る。こ の 環境 で ，校 内 メ ッ セ ージ交換

シ ス テ ム を利用 す る 。 電 子会議室 で の 発 言 ・読

み 込 み ， 電 子 メ
ー

ル の 送 信 ・受信 な どは全 て マ

ウス で 利用 で き る よ うに し た 。　 （図 2 ）

　　　図 2 ．通信 の ア イ コ ン

　校 内 メ ソ セ ー ジ交換 シ ス テ ム の 電子 会議 室

に ，　 「イ ン タ
ーネ ッ ト会議室 」 を 開設 す る。

（図 3 ）　 こ れ を マ ウ ス で 選 択 す れ ば ， イ ン

ターネ ッ トを利用 して，学校 外 へ の 接続 を可能

と した。

　　 図 3 ．イ ン ターネ ッ ト電子会議室

　 同様 に ，電子 メ ール も同様 に マ ウス 操作 で 利

用 で き る。

　 こ の よ うに ， 校内 メ ッ セ ージ交換シ ス テ ム を

利用す る場合 ， 校内だけの 利用で も，イ ン ター

ネ ッ トを利用 して校外 へ の メ ソ セ ージ交換 で も

同等 の 操作で 利用で きる よ うに な っ た 。 利用者

も戸惑 うこ とな く利用 する こ とが可 能で あ る 。

（2 ）接続方法

　イ ン タ
ーネ ッ ト接続方法 として は ， NetWare

サ
ー バ と UNIX 問 に イ ン タ

ーネ ッ トゲー ト

ウェ イ を配 置 し ， イ ン タ
ーネ ッ ト ＝ CampusLink

の デー
タ 変換 ・転送 を行 う。 ゲー トウ ェ イ プ ロ

グ ラ ム は UNIXWARE 上 で 動作 し
， 定期的に イ ン

ターネ ッ トの E−mai1 ，　 news をCampusLinkデ ー
タ

に 書き込 む。 また CampusLink の メ
ー

ル ／会議室

デー
タ をイ ン タ

ーネ ッ トに 送信す る。
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図 4 ．接続構想図

4 ． おわ り

　今 回 ， 校 内 メ ッ セ ージ 交換 シ ス テ ム を イ ン

ターネ ッ トの E−mai1 ，　 news の 情報 交換が可 能 と

なる ゲー トウ ェ イ機能を開発 した 。 そ の 結果 ，

学習者 は校内 の メ ッ セ ージ 交換 と同様 の 操 作方

法で イ ン タ
ーネ ッ ト上 で これ ら の 機能 を利 用す

る こ とが 可能 とな り，学校外 の ネ ッ トワ
ー

ク利

用者 との コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン が 可能 とな っ た 。

　今 後 は ， こ れ ら の シ ス テ ム を 100 校 プ ロ

ジ ェ ク トな どの 参加協力校 と連携 を と り，実践

を深め て い きた い 。
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